
RdRpに結合してRNAの伸長反応（ウイルスの複製）を
阻害する複数のRNAを見出すことに成功した。

活用例②：ウイルスタンパク質の機能を阻害するRNAの探索

疾患関連分子に結合するヒトのRNAをスクリーニングする新技術
甲南大学 先端生命工学研究所
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配列解析
RdRp活性評価
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